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令
和
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米
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作
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概
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６
年
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向
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双
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双
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５
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１
令
和
５
年
度
の
気
象
経
過

○
気
温
は
、
最
高
・
最
低
と
も
に
4月

1半
旬
～
10
月
6
半
旬
に
か
け
て
平
年
よ
り
も
概
ね

高
く
推
移
し
た
。

○
降
水
量
は
、
6
月
上
中
旬
、
8
月
中
旬
、
9月

上
旬
で
平
年
よ
り
も
多
く
な
っ
た
。

3
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○
日
照
時
間
は
、
6月

3半
旬
、
9
月
5
半
旬
等
の
一
部
を
除
き
、
平
年
よ
り
も
概
ね
多
照

で
推
移
し
た
。

4
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２
令
和
５
年
産
米
の
生
育
経
過

＜
耕
種
概
要
＞

・
調
査
ほ
場
：
相
馬
市

・
供
試
品
種
：
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
天
の
つ
ぶ

・
移

植
日
：
5
月
10
日

・
苗
の
種
類
：
稚
苗

・
栽
植
密
度
：
30
cm
×
16
c
m（

20
.8
株
/m

2 ）
・
施

肥
量
：
5k
g
/1
0a
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
、

8
k
g/
1
0a
（
天
の
つ
ぶ
）

【
参

考
】

福
島

県
農

業
総

合
セ

ン
タ

ー
浜

地
域

研
究

所
調

査
結

果

生
育

経
過

草
丈

茎
数

葉
数

葉
色

草
丈

茎
数

葉
数

葉
色

稈
長

穂
長

穂
数

（c
m

）
（本

/㎡
）

（葉
）

（S
P

A
D

）
（c

m
）

（本
/㎡

）
（葉

）
（S

P
A

D
）

（c
m

）
（c

m
）

（本
/㎡

）

34
.9

54
9

7.
8

42
.5

86
.4

62
8

11
.7

30
.6

96
.4

19
.4

43
1

(9
9)

(1
08

)
(0

.1
)

(0
.8

)
(1

06
)

(9
4)

(0
.4

)
(-

2.
7)

(9
8)

(1
00

)
(1

00
)

35
.9

52
8

7.
6

44
.7

79
.4

63
0

11
.5

37
.8

75
.8

18
.3

50
1

(9
6)

(1
06

)
(0

.2
)

(0
.3

)
(1

08
)

(9
6)

(0
.6

)
(-

1.
3)

(1
01

)
(1

01
)

(9
9)

※
（　

）内
数

値
に

つ
い

て
、

草
丈

・茎
数

・稈
長

・穂
長

・穂
数

は
平

年
比

（％
）、

　
葉

数
・葉

色
は

平
年

差
を

示
す

。

天
の

つ
ぶ

品
種

移
植

1ヶ
月

後
（6

/1
3）

最
高

分
げ

つ
期

（7
/1

8）
成

熟
期

コ
シ

ヒ
カ

リ

5
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コ
シ
ヒ
カ
リ

天
の
つ
ぶ

生
育

ス
テ

ー
ジ

の
推

移 本
年

前
年

差
平

年
差

本
年

前
年

差
平

年
差

本
年

前
年

差
平

年
差

（
月

日
）

（
月

日
）

（
月

日
）

コ
シ

ヒ
カ

リ
7/

1
6

-
5

-
3

8/
5

-
5

-4
9
/1

8
-
6

-8

天
の

つ
ぶ

7/
9

-
2

-
1

7
/3

0
-
4

-3
9
/1

8
-
2

-3

※
前

年
差

と
平

年
差

の
－

は
平

年
よ

り
早

い
こ

と
を

示
す

。

品
種

幼
穂

形
成

期
出

穂
期

成
熟

期

6
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３
水
稲
の
高
温
障
害

○
水
稲
に
と
っ
て
7～

8月
の
気
温
は
、
穂
の
分
化
・
発
育
～
出
穂
～
登
熟
に
重
要

な
時
期
で
あ
る
。

⇒
近
年
、
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
こ
の
時
期
の
気
温
が
上
昇

○
登
熟
期
間
中
の
高
温
ス
ト
レ
ス
は
、
白
未
熟
粒
や
胴
割
粒
が
発
生
し
外
観
品
質

（
等
級
）
の
低
下
を
も
た
ら
す
。

（
１

）
高

温
に

よ
る

玄
米

品
質

低
下

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

○
高
温
の
影
響
と
し
て
･
･･
、

光
合
成
産
物
の
転
流
低
下
、
呼
吸
量
の
増
加
、
養
分
吸
収
量
の
低
下
、

水
分
バ
ラ
ン
ス
の
異
常
、
玄
米
肥
大
不
良

等

登
熟
が
妨
げ
ら
れ
、
玄
米
へ
の
デ
ン
プ
ン
の
蓄
積
が
不
十
分
に
な
る

『
白
未

熟
粒
が
発

生
』

7
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（
２

）
白

未
熟

粒
の

特
徴

と
発

生
の

特
徴

○
白
未
熟
粒
は
、
乳
白
粒
、
心
白
粒
、
背
白
粒
、
腹
白
粒
、
基
部
未
熟
粒
の
総
称
。

○
玄
米
へ
の
デ
ン
プ
ン
蓄
積
が
不
良
と
な
る
こ
と
で
粒
間
に
隙
間
が
で
き
、
光
が

乱
反
射
し
て
白
く
見
え
る
。

○
デ
ン
プ
ン
の
蓄
積
は
、
中
心
部
か
ら
周
辺
部
に
向
か
っ
て
順
次
進
む
。

⇒
登
熟
初
～
中
期
の
高
温
：
乳
白
粒

⇒
登
熟
中
～
後
期
の
高
温
：
背
白
粒

⇒
登

熟
後

期
の
高
温
：
基
部
未
熟
粒

⇒
腹
白
粒
は
腹
側
の
発
育
が
良
い
場
合
に
見
ら
れ
、
デ
ン
プ
ン
蓄
積
が
劣
る
だ
け

で
は
な
い

整
粒

乳
白
粒

心
白
粒

基
部

腹
白
粒

背
白
粒

未
熟
粒

※
白
未
熟
粒
の
画
像
：
日
本
農
薬
株
式
会
社
（
フ
ジ
ワ
ン
粒
剤
）
H
P
よ
り
引
用

8
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（
３

）
白

未
熟

粒
の

発
生

と
温

度
条

件

○
温
度
条
件
に
つ
い
て
、
出
穂
後
2
0日

間
の
日
平
均
気
温
が
27
～
2
8℃

を
超
え
る
と

白
未
熟
粒
が
発
生
す
る
。

⇒
27
℃
を
超
え
る
と
発
生
歩
合
が
20
％
以
上
増
加
す
る

○
27
℃
で
「
背
白
粒
、
乳
白
粒
」
が
発
生
、
30
℃
で
「
背
白
粒
」
が
多
発
、

33
℃
で
「
乳
白
粒
」
が
多
発
、
3
6℃

以
上
で
「
死
米
」
が
多
発
す
る
。

⇒
気
温
と
各
未
熟
粒
の
発
生
程
度
の
関
係
は
品
種
や
栽
培
条
件
に
よ
り
異
な
る

9
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『
令
和
５
年
産
米
の
農
産
物
検
査
結
果
（
双
葉
管
内
）
』

集
荷
数
量
（
俵
）

等
級
比
率

集
荷
数
量
（
俵
）

等
級
比
率

集
荷
数
量
（
俵
）

等
級
比
率

広
野
町

1,
22
6

24
%

2,9
40

57
%

1,
01
7

20
%

楢
葉
町

36
6

11
%

2,6
54

81
%

26
1

8%

富
岡
町

13
4

16
%

72
3

84
%

0
0%

川
内
村

2,
00
2

97
%

71
3%

0
0%

大
熊
町

17
10
0%

0
0%

0
0%

浪
江
町

45
6

16
%

2,3
39

81
%

82
3%

葛
尾
村

62
2

89
%

66
9%

9
1%

管
内
全
体

4,
82
2

32
%

8,7
92

59
%

1,
36
9

9%

１
等
米

２
等
米

３
等
米

町
村
名

※
J
A
福
島
さ
く
ら

よ
り
情
報

提
供

※
カ
ン
ト

リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ

ー
へ
の

受
け
入
れ

分
は
除

く

10
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（
４

）
高

温
に

よ
る

胴
割

粒
の

発
生

○
胴
割
粒
は
、
米
粒
の
急
激
な
乾
燥
や
吸
湿
に
よ
り
粒
内
部
と
表
面
に
水
分
差
が

現
わ
れ
、
収
縮
や
膨
張
が
起
こ
る
こ
と
で
内
部
亀
裂
が
生
じ
た
粒
の
こ
と
。

○
胴
割
粒
の
発
生
は
、
早
期
落
水
、
刈
り
取
り
遅
れ
、
収
穫
後
の
急
激
な
乾
燥
に

よ
っ
て
増
加
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

○
出
穂
後
6～

10
日
ま
で
の
平
均
日
最
高
気
温
が
高
い
と
特
異
的
に
増
加
す
る
。

⇒
デ
ン
プ
ン
蓄
積
の
異
常
に
よ
り
割
れ
や
す
く
な
る

○
胴
割
粒
の
形
状
に
は
、
横
1
条
の
亀
裂
が
生
じ
る
場
合
が
多
い
が
、
程
度
が
重
症
化

す
る
と
横
2
条
以
上
や
縦
及
び
亀
甲
型
の
亀
裂
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

胴
割
粒

※
農
林
水
産
省
H
P
よ
り
引
用

出
穂
後
1
0日

間
の
平
均
日
最
高
気
温
と
胴
割
れ
率
と
の
関
係

※
農
研
機
構
H
P
よ
り
引
用

11
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４
令
和
６
年
産
米
の
技
術
対
策

（
１

）
各

耕
種

概
要

の
見

直
し

①
土

壌
管

理

○
作
土
層
が
浅
い
と
根
が
十
分
に
伸
び
ず
、
気
象
条
件
や
水
不
足
の
影
響
を

受
け
や
す
く
な
る
た
め
、
作
土
層
は
1
5㎝

以
上
を
確
保
し
生
育
促
進
を
図
る
。

○
堆
肥
や
土
壌
改
良
資
材
を
積
極
的
に
施
用
し
地
力
向
上
を
図
る
。

⇒
（
例
）
牛
糞
堆
肥
、
よ
う
り
ん
、
ケ
イ
カ
リ
ン

等

②
作

期
の

移
動

○
早
期
の
出
穂
は
盛
夏
と
重
な
り
登
熟
期
間
が
高
温
に
見
舞
わ
れ
る
た
め
、

早
植
え
を
避
け
て
出
穂
が
早
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

⇒
直
播
栽
培
の
導
入
も
有
効
的

③
品

種
の

選
定

○
高
温
に
よ
る
玄
米
品
質
低
下
の
程
度
に
は
品
種
間
差
が
見
ら
れ
る
た
め
、
高
温

登
熟
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
は
、
品
質
低
下
し
や
す
い
品
種
の
作
付
は
控
え
る
。

⇒
「
天
の
つ
ぶ
」
は
高
温
登
熟
条
件
下
に
て
、
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
や
「
ひ
と
め

ぼ
れ
」
に
比
べ
て
登
熟
歩
合
が
高
く
、
白
未
熟
粒
の
発
生
が
少
な
い
傾
向

12
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（
２

）
適

正
籾

数
の

確
保

○
乳
白
粒
は
㎡
あ
た
り
籾
数
が
多
く
な
る
ほ
ど
増
加
し
、
登
熟
前
半
の
高
温
に
よ
り

発
生
が
助
長
さ
れ
る
。

○
植
付
本
数
や
肥
培
管
理
を
調
整
し
、
適
正
な
籾
数
と
す
る
。

⇒
1株

あ
た
り
の
植
付
本
数
は
2～

3本
/株

⇒
ほ
場
の
土
壌
特
性
に
合
わ
せ
て
、
適
正
な
籾
数
と
な
る
範
囲
の
窒
素
量
と
す
る

（
３

）
栄

養
凋

落
の

防
止

○
登
熟
期
間
中
の
栄
養
凋
落
は
、
白
未
熟
粒
の
発
生
の
要
因
で
あ
り
、
極
端
な
窒
素

制
限
は
高
温
年
次
に
お
い
て
品
質
低
下
に
繋
が
る
。

○
基
肥
一
発
肥
料
で
あ
っ
て
も
、
高
温
が
続
く
と
生
育
途
中
で
肥
切
れ
と
な
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
稲
体
の
生
育
量
（
葉
色
）
を
十
分
に
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
た

追
肥
を
行
う
。

○
有
機
物
施
用
に
よ
る
土
づ
く
り
は
稲
体
の
栄
養
凋
落
の
防
止
に
も
有
効
で
あ
る
。

（
参
考
）

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
天
の
つ
ぶ
に
お
け
る

追
肥
の
判
断
目
安

カ
ラ

ー
ス

ケ
ー

ル
SP

AD
値

コ
シ

ヒ
カ

リ
3
.5

以
下

32
以

下

天
の

つ
ぶ

5
.0

以
下

40
以

下

品
種

判
断

時
期

判
断

の
目

安

出
穂

25
日

前
（

幼
穂

形
成

期
）

13
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（
４

）
水

管
理

○
登
熟
期
間
の
水
管
理
は
間
断
か
ん
が
い
を
基
本
と
し
、
高
温
時
に
用
水
量
が
十
分

に
確
保
で
き
る
場
合
は
、
掛
け
流
し
を
行
い
地
温
を
下
げ
、
根
の
活
力
維
持
を
図

る
。

⇒
用
水
が
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、
「
飽
水
管
理
（
ひ
た
ひ
た
水
）
」
ま
た
は

「
昼
間
掛
け
流
し
－
夜
間
落
水
」
を
行
う
。

○
早
期
落
水
は
登
熟
不
良
や
白
未
熟
粒
の
発
生
の
原
因
と
な
る
た
め
、
登
熟
後
半

ま
で
水
分
を
確
保
す
る
。

⇒
出
穂
後
30
日
間
は
灌
が
い
を
継
続

参
考

：水
管

理
期

間
中

の
地

温
と

品
質

（2
0
0
0年

　
福

島
農

試
試

験
成

果
よ

り
）

玄
米

重
千

粒
重

品
質

最
高

最
低

平
均

（k
g/

a）
（g

）
（
1～

9）
背

白
粒

乳
白

粒
腹

白
粒

掛
け

流
し

区
2
4.

9
2
1.

6
2
3.

1
6
9.

8
2
3.

4
4.

0
6.

8
1.

8
0.

1

常
時

湛
水

区
2
6.

2
2
4.

1
2
5.

1
6
9.

2
2
4.

2
5.

0
1
0.

2
2.

2
0.

0

間
断

か
ん

が
い

区
2
9.

0
2
3.

3
2
5.

8
7
4.

0
2
3.

5
9.

0
2
1.

3
2.

0
0.

0

※
　

試
験

品
種

は
初

星
※

  
品

質
：１

（１
等

上
）～

９
（３

等
下

）

区
名

品
質

調
査

（％
）

地
温

（℃
）

14
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（
５

）
適

期
刈

り
取

り

『
適
期
刈
取
り
が
大
切
な
理
由

』

○
収
穫
時
期
が
早
い
と
→
作
業
能
率
が
低
く
、
未
熟
粒
・
死
米
が
増
加
。

○
収
穫
時
期
が
遅
い
と
→
光
沢
が
な
く
な
り
、
胴
割
米
・
着
色
米
が
増
加
。

品
質
・
食
味
の
低
下
の
原
因

に
！

刈
遅
れ
に
よ
り
落
等
が
発
生

←
令
和
2
年
産

米
の

農
産
物
検

査
の
結

果
（
双
葉

管
内
全

体
の
一
等

米
比
率

推
移
）

※
J
A
福
島
さ
く

ら
よ
り
情

報
提
供

15
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『
刈
取
適
期
の
目
安

』

①
穂

の
外
見

に
よ

る
方
法

○
穂
の
80
～
8
5％

の
籾
が
黄
化
し
た
頃
が
刈
取
適
期
。

⇒
1
穂
の
中
に
淡
緑
色
籾
が
15
～
20
％
残
っ
て
い
る
。

⇒
穂
軸
は
緑
色
が
6
0％

程
度
残
っ
て
い
る
。

②
出

穂
後
の

積
算

気
温
に
よ

る
方
法

○
出
穂
期
を
起
点
と
し
て
日
平
均
気
温
を
積
算
す
る
。

⇒
9
5
0～

10
50
℃
に
達
し
た
日
が
収
穫
適
期
。

⇒
1
2
50
℃
を
超
過
す
る
と
胴
割
粒
の
比
率
が
高
ま
る
。

③
出

穂
後
の

日
数

に
よ
る
方

法

※
気
象
条
件
に
よ
り
大
き
く
変
わ
る
の
で
、
一
つ
の
目
安
と
す
る
。

早
晩
性

収
穫
後
日
数

早
生

約
40
日

中
生

約
42
～
4
5日

晩
生

約
45
～
5
0日

16
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５
畑
作
物
等
に
関
す
る
情
報
提
供

（
１

）
令

和
５

年
産

の
作

柄
概

況

『
小
麦

』

○
節
間
伸
長
開
始
期
は
、
平
年
よ
り
2
～
5
日
早
く
、
草
丈
は
平
年
よ
り
長
く
、
茎
数
は
平
年

よ
り
少
な
く
、
葉
齢
は
平
年
並
か
ら
1
.
1
葉
多
い
状
況
だ
っ
た
。

○
出
穂
期
は
、
平
年
よ
り
7
～
1
1
日
早
く
な
っ
た
。

○
収
量
は
、
平
年
並
か
ら
や
や
多
収
と
な
っ
た
。

『
大
豆

』

○
開
花
期
は
、
平
年
よ
り
1
～
8
日
早
く
な
っ
た
。

⇒
開
花
期
以
降
の
高
温
、
小
雨
に
よ
り
ほ
場
が
乾
燥
し
、
生
育
の
抑
制
や
着
莢
数
の
減
少

が
発
生
し
た
。

○
青
立
ち
に
よ
り
葉
の
黄
化
・
落
葉
が
遅
れ
、
収
穫
開
始
が
1
2
月
に
な
っ
た
地
域
が
あ
っ
た
。

着
莢
数
の
減
少
と
子
実
の
肥
大
不
良
が
多
く
、
収
穫
皆
無
と
な
っ
た
ほ
場
も
あ
っ
た
。

『
ソ
バ

』

○
収
穫
は
、
平
年
並
の
9
月
下
旬
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

○
台
風
の
影
響
等
で
倒
伏
が
多
か
っ
た
地
域
で
は
、
や
や
低
収
と
な
っ
た
。

※
令
和
5
年
度
主
要
な
農
作
物
の
生
育
情
報
（
福
島
県
農
林
水
産
部
農
業
振
興
課
）
よ
り 17
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（
２

）
小

麦
の

基
礎

技
術

〇
品
種
に
よ
っ
て
、
基
肥
窒
素
、
幼
穂
形
成
期
・
出
穂
期
の
追
肥
量
は
異
な
る
。

・
幼
穂
形
成
期
追
肥

目
的
：
有
効
茎
と
粒
数
の
確
保

時
期
：
出
穂
前
4
5
～
5
0
日

・
出
穂
期
追
肥

目
的
：
千
粒
重
の
増
加
、
子
実
の
粗
タ
ン
パ
ク
含
量
の
増
加

時
期
：
出
穂
後
1
0
日
頃
（
き
ぬ
あ
ず
ま
は
止
葉
の
葉
色
値
が
3
8
以
下
の
場
合
の
み
）

条
間

（
cm
）

き
ぬ
あ

ず
ま

、
ゆ
き

ち
か
ら

さ
と
の

そ
ら

1
0
月
下

旬
～
1
1
月
上

旬
8
～
1
0

8

11
月

中
旬

以
降

10
～

1
2

1
0

播
種
時

期

2
0
～
3
0

播
種

量
（

k
g/
1
0
a
）

窒
素

（
N
）

リ
ン

酸
（

P）
カ

リ
（

K
）

幼
穂

形
成

期
出

穂
期

堆
肥

石
灰

（
kg

/
10

a
）

（
kg

/
10
a
）

（
kg
/
1
0a

）
（
k
g
/1
0
a
）

（
kg
/
1
0a

）
（

kg
/
10
a
）

（
k
g/
1
0
a）

き
ぬ

あ
ず

ま
10

～
12

3～
4

1～
2（

※
1
）

ゆ
き

ち
か

ら
8
～
1
0

3～
4

2
～
3

さ
と

の
そ

ら
4～

7
7～

10
（

※
2
）

‐
※

1
：

き
ぬ

あ
ず

ま
は

出
穂

期
の

止
葉

の
葉

色
値

が
3
8以

下
の

場
合

の
み

実
施

※
2
：

さ
と

の
そ

ら
の

N
施

肥
量

は
合

計
13

～
14

k
g/

1
0a

以
内

と
す
る

10
～

16
1
0～

1
4

窒
素

（
N
）

追
肥

品
種

基
肥

土
壌

改
良

10
00

～
1
50
0

80
～

1
00

■
播
種
時
期
、
播
種
量

■
施
肥
量
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（
２

）
小

麦
の

基
礎

技
術

（
麦

踏
み

）

〇
目

的
・
越

冬
前
の
麦
踏
み

→
凍
霜
害
の
防
止
、
耐
寒
性
強
化
、
茎
数
の
増
加

・
越

冬
後
の
麦
踏
み

→
幼
穂
・
節
間
の
早
期
伸
長
防
止
、
倒
伏
防
止

〇
時

期
・
１

回
目
：
分
げ
つ
始
め
の
1
2
月
（
４
葉
期
以
降
）

・
２

～
３
回
目
：
幼
穂
形
成
始
期
頃
の
１
～
２
月

→
軽
く
麦
に
傷
が
つ
く
程
度
に
実
施
す
る
。

〇
注

意
点

・
節

間
伸
長
期
（
３
月
中
旬
～
下
旬
）
に
入
っ
て
か
ら
の
麦
踏
み
は
生
育
阻
害
・
倒
伏
助
長

に
つ
な
が
る
た
め
、
実
施
し
な
い
。

※
暖
冬
の
場
合
、
特
に
「
き
ぬ
あ
ず
ま
」
は
生
育
ス
テ
ー
ジ
が
早
ま
る
た
め
、
注
意
す
る
。

・
土

が
凍
っ
て
い
た
り
、
湿
っ
て
い
る
場
合
は
実
施
し
な
い
。
土
壌
が
乾
燥
し
て
い
る
午
後

を
目
安
に
実
施
す
る
。

・
生

育
が
遅
れ
て
い
る
場
合
や
、
生
育
不
良
の
場
合
は
逆
効
果
と
な
る
の
で
実
施
し
な
い
。

19
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（
２

）
小

麦
の

基
礎

技
術

（
赤

か
び

病
防

除
）

〇
適
期
防
除
の
徹
底

収
穫
し
た
小
麦
粒
の
う
ち
、
赤
か
び
病
の
罹
病
粒
が
１
万
粒
に
５
粒
以
上
混
入
す
る
と
、

農
産
物
検
査
の
規
格
外
と
な
る
た
め
、
防
除
を
徹
底
す
る
。

〇
防
除
の
時
期

春
の
出
穂
以
降
、
開
花
期
か
ら
２
回
の
防
除
を
基
本
と
す
る
。

・
１
回
目
：
開
花
始
め
（
出
穂
期
の
７
～
1
0
日
後
頃
）

・
２
回
目
：
１
回
目
防
除
の
７
～
1
0
日
後

※
出
穂
期
は
、
全
体
の
穂
の
4
0
～
5
0
％
が
出
穂
し
た
時
期

赤
か
び
病
罹
病
穂

薬
剤
が
穂
全
体

に
か
か
ら
な
い

防
除
適
期

既
に
感
染
の
可
能
性
あ
り

出
穂

開
花
始
め

開
花
盛
期

出
穂
の
タ

イ
ミ
ン

グ
（
左
）

で
は
、

薬
剤
が

穂
全
体
に

か
か
ら

ず
、
開
花

盛
期
（

右
）
だ

と
既
に
感

染
し
て

い
る
可
能

性
が
あ

る
。

※
写
真
：
県
病
害
虫
防
除
所
資
料
よ
り
引
用 20
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（
３

）
大

豆
の

基
礎

技
術

〇
播
種
が
遅
く
な
る
場
合
（
晩
播
）
は
、
大
豆
株
の
生
育
量
を
補
う
た
め
、
播
種
量
を
増
や
す
。

畦
間

株
間

（
cm
）

（
c
m）

大
粒

（
里
の
ほ
ほ
え
み
）

中
粒

（
タ
チ
ナ
ガ
ハ
）

標
播

５
月
下
旬
～
６
月
上
旬

70
1
5～

2
0

5.
5～

7.
5

4～
5

晩
播

６
月
中
旬
～
７
月
上
旬

70
1
0～

2
0

1
0～

1
2

8
～
10

播
種
量
（
kg
/1
0a
）

播
種
時
期

追
肥

窒
素

（
N
）

リ
ン

酸
（

P
）

カ
リ

（
K）

窒
素

（
N）

堆
肥

石
灰

（
k
g/

1
0
a）

（
kg

/1
0
a）

（
kg

/1
0
a
）

（
kg

/1
0
a
）

（
kg

/1
0
a
）

（
kg

/1
0
a
）

標
播

2
8

8
6

晩
播

3
1
2

12
6

80
～

10
0

5
00

土
壌

改
良

基
肥

播
種

時
期

〇
1
0
a
あ
た
り
の
窒
素
施
用
の
目
安
は
基
肥
２
k
g
＋
追
肥
６
k
g

〇
連
作
等
で
低
下
し
て
い
る
場
合
は
苦
土
石
灰
施
用
に
よ
り
p
H
を
改
善
（
最
適
p
H
：
6
.
0
～
6
.
5
）

〇
土
壌
改
良
資
材
と
と
も
に
、
堆
肥
等
の
有
機
物
を
継
続
的
に
施
用
す
る
。

■
播
種
時
期
、
播
種
量

■
施

肥
量

21

- 64 -



（
３

）
大

豆
の

基
礎

技
術

（
雑

草
防

除
）

〇
生
育
の
進
ん
だ
雑
草
に
は
除
草
剤
は
効
か
な
い
た
め
、
除
草
剤
散
布
後
、
ほ
場
を
観
察
し
て

残
草
が
あ
る
場
合
は
、
雑
草
の
結
実
前
に
ほ
場
外
へ
出
し
て
処
理
を
す
る
。

〇
ア
レ
チ
ウ
リ
、
帰
化
ア
サ
ガ
オ
等
の
難
防
除
雑
草
発
生
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
特
に
早
期

の
除
草
剤
散
布
、
抜
き
取
り
等
を
徹
底
す
る
。

ア
レ
チ
ウ
リ

帰
化
ア
サ
ガ
オ

（
マ
ル
バ
ル
コ
ウ
）

写
真
：
農
研
機
構

「
帰
化
ア
サ
ガ
オ
類

ま
ん

延
防

止
技

術
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り
引
用

作
業

名

時
期

資
材

等

播
種

土
壌

処
理

播
種

直
後

（
出

芽
前

）

エ
コ

ト
ッ

プ
乳

剤
等

中
耕

・
培

土

大
豆

2
～

3
葉

期

茎
葉

処
理

必
要

に
応

じ
て

茎
葉

処
理

剤
を

散
布

中
耕

・
培

土

残
草

が
多

い
場

合
は

中
耕

・
培

土
を

実
施

ナ
ブ

乳
剤

（
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
、

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

を
除

く
）

ポ
ル

ト
フ

ロ
ア

ブ
ル

（
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
、

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

を
除

く
）

ワ
ン

サ
イ

ド
Ｐ

乳
剤

（
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
、

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

を
除

く
）

大
豆

バ
サ

グ
ラ

ン
液

剤
（

一
年

生
雑

草
、

イ
ネ

科
を

除
く

）
ア

タ
ッ

ク
シ

ョ
ッ

ト
乳

剤
（

一
年

生
広

葉
雑

草
）

→
→

→

①
②

※
①

、
②

の
作

業
は

天
候

に
応

じ
て

前
後

し
て

も
よ

い

基
本
的
な
除
草
体
系

↓
↓

22
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基
本
的
な
除
草
体
系

作
業

名

時
期

資
材

等

播
種

土
壌

処
理

播
種

直
後

（
出

芽
前

）
↓

エ
コ

ト
ッ

プ
乳

剤
等

中
耕

・
培

土

大
豆

2
～

3
葉

期

茎
葉

処
理

必
要

に
応

じ
て

茎
葉

処
理

剤
を

散
布

↓

中
耕

・
培

土

残
草

が
多

い
場

合
は

中
耕

・
培

土
を

実
施

ナ
ブ

乳
剤

（
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
、

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

を
除

く
）

ポ
ル

ト
フ

ロ
ア

ブ
ル

（
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
、

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

を
除

く
）

ワ
ン

サ
イ

ド
Ｐ

乳
剤

（
一

年
生

イ
ネ

科
雑

草
、

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

を
除

く
）

大
豆

バ
サ

グ
ラ

ン
液

剤
（

一
年

生
雑

草
、

イ
ネ

科
を

除
く

）
ア

タ
ッ

ク
シ

ョ
ッ

ト
乳

剤
（

一
年

生
広

葉
雑

草
）

→
→

→

①
②

※
①

、
②

の
作

業
は

天
候

に
応

じ
て

前
後

し
て

も
よ

い

23
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（
３

）
大

豆
の

基
礎

技
術

（
病

害
、

乾
燥

害
）

〇
大
豆

は
開
花
期
～
子
実
肥
大
期
に
か
け
て
子
実
を

肥
大
さ

せ
る
た
め
水
分
が
必
要
。

〇
開
花

期
頃
に
ほ
場
の
土
が
乾
燥
し
て
い
る
場
合
は
、

畦
間
潅

水
、
ま
た
は
額
縁
明
き
ょ
へ
の
入
水
を
実
施
す
る
。

【
主
な
病
害
虫
の
防
除
適
期
】

・
紫
斑
病
：
開
花
期
後
2
0
～
4
0
日

・
カ
メ
ム
シ
類
：
着
莢
期
～
子
実
肥
大
期

・
マ
メ
シ
ン
ク
イ
ガ
：
開
花
期
後
3
0
日
頃

・
べ
と
病
：
初
発
確
認
時
（
7
月
上
～
中
旬
頃
）

〇
防
除

時
期
は
、
開
花
期
（
4
0
～
5
0
％
の
株
が
開
花
し
た
日
）
か
ら
の
経
過
日
数
を
目
安
と
す
る
。

〇
「
里

の
ほ
ほ
え
み
」
で
発
生
し
や
す
い
「
べ
と
病
」
は
、
初
発
確
認
時
す
み
や
か
に
薬
剤
散
布
し
、

散
布
後

も
発
病
が
見
ら
れ
る
場
合
は
7
～
1
0
日
お
き
に
追
加
の
薬
剤
散
布
を
実
施
す
る
。

べ
と
病
の
病
斑

充
実
種
子
（
上
）
と
、

乾
燥
で
充
実
不
足
の
種
子
（
下
）

24
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（
４

）
ソ

バ
の

基
礎

技
術

播
種

時
期

播
種
方

法
播
種

量
（
k
g
/
1
0a
）

条
播

・
ド
リ

ル
播
き

3～
5

全
面
全
層

播
き

5～
7

8月
上

旬
～
中

旬

窒
素

（
N
）

リ
ン
酸

（
P
）

カ
リ

（
K）

堆
肥

石
灰

（
kg

/1
0a

）
（

k
g/
10

a
）

（
k
g/
10

a
）

（
kg

/1
0a
）

（
k
g/
10

a
）

会
津

の
か

お
り

0
～
3

3
～
5

2
～
3

10
00

～
15

0
0

80
～

1
00

土
壌
改

良
品
種

基
肥

〇
播
種
適
期
内
で
播
種
時
期
を
分
散
し
、
降
雨
等
の
リ
ス
ク

分
散
を
図
る
。

〇
ソ
バ
は
酸
性
土
壌
へ
の
適
応
性
は
比
較
的
高
い
が
、
極
端

な
酸
性
土
壌
条
件
下
で
の
栽
培
は

生
育
が
阻
害
さ
れ
る
（
最
適
p
H
:
6
.
0
）
。

〇
残
効
の
多
い
作
物
の
後
作
で
ソ
バ
を
作
付
す
る
場
合
は
、

播
種
時
に
基
肥
窒
素
を
施
用
せ
ず
、

生
育
状
況
に
応
じ
て
、
開
花
始
め
頃
ま
で
に
追
肥
（
N
:
2
～
3
k
g
/
1
0
a
）
を
実
施
す
る
。

■
播
種
時
期
、
播
種
量

■
施
肥
量
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（
５

）
畑

作
物

共
通

（
排

水
対

策
）

〇
畑
作
物
は
、
特
に
生
育
初
期
の
湿
害
に
よ
る
生
育
不
良
が
収
量
低
下
の
要
因
と
な
る
。

〇
降
雨
後
な
ど
、
ほ
場
内
に
停
滞
水
が
残
ら
な
い
よ
う
、
目
的
に
応
じ
た
対
策
を
実
施
す
る
。

地
表

水
の

排
除

溝
切

り
（

明
渠

）

畦
立

て

地
中

過
剰

水
の

排
除

本
暗

渠

補
助

暗
渠

心
土

破
壊

弾
丸

暗
渠

せ
ん

孔
暗

渠

モ
ミ

ガ
ラ

補
助

暗
渠

通
気

性
の

改
善

プ
ラ

ウ
耕

■
明
渠
の
施
工
例

※
イ
セ
キ
資
料
よ
り
引
用

■
排

水
対
策
の
例
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（
６

）
放

射
物

質
対

策
の

徹
底

（
吸

収
抑

制
対

策
、

交
差

汚
染

対
策

）

①
吸
収
抑
制
対
策

○
大
豆
、
そ
ば
に
つ
い
て
は
、
堆
肥
等
の
施
用
に
よ
る
土
づ
く
り
を
基
本
に
土
壌
分
析
を

行
い
、
吸
収
抑
制
効
果
の
高
い
「
塩
化
カ
リ
」
を
用
い
て
土
壌
中
の
交
換
性
カ
リ
含
量

を
高
め
た
上
で
、
慣
行
の
基
肥
（
窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
）
を
施
用
す
る
。

※
小
麦
、
ナ
タ
ネ
に
つ
い
て
は
、
作
付
前
に
慣
行
の
基
肥
を
施
用
す
る
こ
と
で
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
対
策
が
図
ら
れ
る
。

○
町
よ
り
配
布
さ
れ
た
塩
化
カ
リ
は
、
必
ず
全
量
を
ほ
場
に
散
布
す
る
。

②
交
差
汚
染
対
策

○
作
業
場
や
機
械
類
は
使
用
前
に
清
掃
を
徹
底
す
る
。

○
倒
伏
し
た
作
物
は
土
が
付
着
し
収
穫
機
や
乾
燥
・
調
製
機
等
が
汚
染
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
刈
り
分
け
を
行
い
別
に
処
理
す
る
。

○
収
穫
作
業
は
土
が
混
入
し
な
い
よ
う
高
刈
り
や
雨
天
後
の
収
穫
を
避
け
る
。

○
籾
摺
機
や
選
別
・
計
量
機
等
を
原
発
事
故
後
に
初
め
て
使
用
す
る
場
合
は
「
と
も
洗
い
」

を
実
施
す
る
。

○
チ
リ
や
ホ
コ
リ
等
の
異
物
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、

混
入
し
な
い
よ
う
乾
燥
・
調
製
を
行
う
。

令
和
5
年
9
月
1
3
日
に
葛

尾
村
（
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
）
で
採
取
さ
れ
た
「
そ
ば
」
か
ら

基
準
値
1
0
0
B
q
/
k
g
を
超

過
す
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
る
事
案
が
発
生
。

⇒
検
出
値
：
4
3
0
B
q
/
k
g

⇒
原

因
：
収
穫
・

調
製
作
業
に
お
い
て
使
用
し
た
器
具
か
ら
土
ぼ
こ
り
等
が
付
着
し
た

交
差
汚

染
と
判
明
。
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